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　農業者年金制度は、「農業者の老後生活の安定及び福祉の向上と農業者の確保に資するこ

と」を目的とする公的年金で、農業者に広く門戸が開かれた制度です。農業委員会組織とJA

グループが、政府に働きかけて1970年（昭和45年）に創設され、2001年（平成13年）に

現在の制度（新制度）となりました。さらに、令和２年・３年に制度改正が行われました。

①35歳未満で、政策支援加入に該当しない方は、保険料の納付下限額が２万円から１万

円に引き下げられ、②加入可能年齢が国民年金に任意加入している方に限り、60歳から65

歳に引き上げられる等、農業者の豊かな老後を支える農業者年金は、経済社会情勢が変化す

る中で、一段と魅力が増しています。しかし、その魅力は農業者に伝えられなければ生かす

ことはできません。そして、この伝える役割を果たせるのは、その地域にお住まいで、農業

者年金の加入推進にあたる方々だけです。

　本書は、農業者年金の魅力を、農業者の方々へ十分に伝えられるよう、農業者年金の仕組

みや勧める上での留意点、歴史などを盛り込んでいます。本書を手に取られた方はぜひ、ご

自分の地域の農業者の顔を思い浮かべながら、もう一度、農業者年金の特徴を確認し、その

中から最も魅力的と思えるポイントをつかみ取ってくださるようお願いします。

　農業者年金制度は、農業委員会組織、JAグループをはじめ関係機関・団体が一丸となっ

て取り組んだ結果、新制度の加入者は累計で13万１千人を突破しています。また、全国約

30万人の農業者の老後を支える約770億円の年金をお支払いしています。（令和４年３月

現在）

　本書は、独立行政法人農業者年金基金、一般社団法人全国農業会議所、一般社団法人全国

農業協同組合中央会からなる「農業者年金加入推進テキスト編集委員会」が都道府県農業会

議等の協力を得てまとめたものです。加入推進の最前線で奮闘している農業委員、農地利用

最適化推進委員、委員会事務局およびJA関係者等の研修用テキストとして広く活用いただ

ければ幸いです。

　令和４年4月
独立行政法人農業者年金基金
一般社団法人全国農業会議所

一般社団法人全国農業協同組合中央会
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4 ｜第１部 農業者年金制度の誕生と制度改革

■�　戦後、わが国の年金制度は、サラリーマンと農業者には大きな格差がありました。

■�　経済成長を背景にした1961年（昭和36年）制定の農業基本法では、農工間（農業者と他産
業従事者）の格差是正が課題になりました。

■�　農業委員会組織を中心として、「農民にも恩給を」、「サラリーマン並みの年金を」のスロー
ガンを掲げ、約350万人の署名、農業委員ら約１万人の要請大会などの大運動を展開しました。

■�　JAグループも全中（全国農業協同組合中央会）に「農民年金推進専門委員会」を設置し、政府・
政党への申し入れ等を行ってきました。

■　こうした経過を経て、1970年（昭和45年）に農業者年金制度が創設されました。

農業委員会組織・JAグループの大運動が原動力に

1 「農業者年金制度」誕生の
背景と趣旨
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